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今週のキーワード

水素経済本格化
投資加速とFIDの壁、そして新たな資源

19
件

記事数

11
カ国

対象国

100億
ドル

2026年投資

100GW超
プロジェクト

FID期限

今週の全19記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 水素濃度分析計 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

ガスタービン向けに水素濃度を秒速で監視するレーザ
ーラマン分析計が発表され、水素混焼の安全性と効率
向上に貢献。

#02
Ballard、GeoPura買
収

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

BallardがGeoPuraを買収し、オフグリッド燃料電池
発電市場を強化。ディーゼル代替のクリーン電源ソリ
ューションを拡大。

#03 チリ再エネ比率急増 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

チリの再生可能エネルギー比率が41.9%に急増し、グ
リーン水素生産のコスト競争力向上と輸出ハブ化の基
盤を強化。

#04 水素PJ実行段階へ 市場概観
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

世界の水素プロジェクトが概念段階から実行段階へ移
行し、20件以上が重要なマイルストーンを達成。水素
経済の本格展開に弾み。

#05 Air Products供給契約 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Air ProductsとNobianがロッテルダムで100MW規模
のグリーン水素供給契約を締結。化学品生産の脱炭素
化を推進。

#06
米200MW水素FEED完
了

プロジェ
クト進捗

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

NextEra EnergyとLindeが米国ルイジアナ州の200M
Wグリーン水素施設のFEEDを完了。FIDに近づき、米
国の水素インフラ開発を加速。

#07 Siemens Energy再編 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Siemens Energyが電解槽事業を含む産業エネルギー
部門をスピンオフ。成長著しいグリーン水素市場での
競争力強化と投資集中を図る。

#08 モロッコ水素PJ浮上 プロジェ
クト計画

●○○○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

モロッコ・タンジェで約110億ドル規模のグリーン水
素プロジェクトが浮上。豊富な再エネを活用し、欧州
への輸出ハブ化を目指す。

#09 ITM Power政府支援 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ITM Powerが英国政府から次世代PEM電解槽スタック
製造支援を獲得。国内生産能力を拡大し、英国のグリ
ーン水素経済を加速。

#10 ITM Power供給開始 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ITM Powerが初の商業顧客への水素供給を開始。電解
槽技術の商用化における重要な節目となり、信頼性を
実証。

#11
tk
nuceraギガワット級

企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○

thyssenkrupp nuceraがギガワット級電解槽製造を推
進し、世界最大の電解槽メーカーを目指す。グリーン
水素需要の急増に対応。

#12 Avaada資金調達 プロジェ
クト進捗

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

Avaada Energyが13億ドルの資金を調達し、5GW浮
体式太陽光発電を含む再エネプロジェクトを推進。イ
ンドのグリーン水素基盤を強化。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 DC向け燃料電池 新技術開
発

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

Teragen Energyがデータセンター向け燃料電池技術
で600万ドルのプレシード資金を調達。脱炭素化と電
力効率向上を目指す。

#14 電解槽メーカー洞察 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Hydroxpandが主要電解槽メーカーと技術（PEM,
アルカリ, SOEC）の市場における役割を解説。投資判
断に有益な洞察を提供。

#17 製油所水素ハブ化 プロジェ
クト進捗

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●○○
○

OMV Petromのペトロブラジ製油所が低炭素水素生産
ハブに進化。電解槽導入で製油所の脱炭素化を推進。

#18 tk nucera量産停止 市場危機
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

thyssenkrupp nuceraがドイツでの電解槽量産計画を
一時停止。市場の不確実性やFID遅延が原因で、工場
建設に影響。

#19 ホワイト水素発見 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○

天然に地層内で生成される「ホワイト水素」が新たな
クリーンエネルギー資源として注目され、その生成メ
カニズムが解明。

#20 グリーン水素投資 市場概観
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

2026年のグリーン水素投資は100億ドルに達する見込
みだが、100GW超のプロジェクトが2027年末までに
最終投資決定を必要とする。

#21
Ballard、GeoPura買
収

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

BallardがGeoPuraを約4億ドルで買収し、燃料電池メ
ーカーから水素電力ソリューションプロバイダーへ転
換。EaaSモデルを強化。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 水素プロジェクトの「実行段階」移行は本物か？
世界の水素プロジェクトは概念から実行段階へ移行しつつある（#04）。しかし、100GW超のプロジェクトが2027年末
までに最終投資決定（FID）を必要としており、市場の不確実性による計画停止（#18）も発生している。貴社の投資判
断は適切か？

❷ 「ホワイト水素」はゲームチェンジャーとなるか？
天然に地層内で生成される「ホワイト水素」の自然発生メカニズムが解明され、新たなクリーンエネルギー資源となる可
能性が指摘された（#19）。基礎研究段階だが、採掘可能な埋蔵量が確認されれば、水素経済のコスト構造を根本から変
える可能性がある。この動向をどう評価し、自社の長期戦略に組み込むか？

❸ 電解槽メーカーの競争激化と事業再編にどう対応するか？
thyssenkrupp nuceraがギガワット級製造を推進し、Siemens Energyが電解槽事業をスピンオフするなど（#11, #07
）、電解槽メーカーの競争と再編が加速している。一方で、量産計画の一時停止（#18）も発生。日本の電解槽メーカー
や関連部品メーカーは、この激動の市場でどのような戦略を取るべきか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

白水素 混焼監視

DC向けFC

再エネ水素源

FC事業転換

水素FID加速
電解槽競争

量産計画停止

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 白水素 機会大 新規クリーン資源 —

● 混焼監視 機会大 混焼効率向上 —

● DC向けFC 機会大 新規市場開拓 —

● 再エネ水素源 機会大 安定供給源確保 —

● FC事業転換 注意 総合ソリューション化 競争激化、収益性

● 水素FID加速 注意 サプライチェーン拡大 FID遅延リスク

● 電解槽競争 注意 規模の経済性 過剰投資、価格競争
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● 量産計画停止 脅威大 — 市場不確実性
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深掘り ① ― 天然「ホワイト水素」の可能性
#19 | 2026/08/28 | Oil Price News | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●○○○

新たな研究により、地層内で自然に生成される「ホワイト水素」（天然水素）が、未開発のクリーンエネルギー資源と
して注目されています。研究者たちは、水と鉄に富む岩石の化学反応（蛇紋岩化作用）による生成メカニズムを解明し
、地震データなどを用いて水素リッチな領域のマッピングを進めています。オーストラリア、マリ、米国などで高濃度
水素の兆候が確認されており、商業採掘に向けた調査が進行中です。

ホワイト水素は、電解槽のようなエネルギー集約的な生産プロセスが不要で、採掘の環境負荷も小さいとされます。こ
れが大規模に利用可能になれば、グリーン水素のインフラコストやブルー水素のCO2回収コストといった課題を根本的
に解決し、水素経済の普及を劇的に加速させる可能性があります。これは世界のエネルギーミックスに革命的な影響を
もたらす潜在力を秘めています。

▶ 技術者の視点

この「ホワイト水素」の発見は、水素経済における究極のゲームチェンジャーとなる可能性を秘めてい
ます。生成に外部エネルギーをほとんど必要としないため、LCOH（Levelized Cost of Hydrogen）を
劇的に引き下げ、水素の普及を加速させるでしょう。ただし、現状は基礎研究・探査段階であり、商業
的に採掘可能な埋蔵量の確認、採掘コストの最適化、不純物除去技術の確立、長期的な貯留層の安定性
など、未解決課題は山積しています。特に日本は水素輸入国として、この新規資源の動向を注視し、将
来的な調達ポートフォリオに組み込む可能性を検討すべきです。楽観的すぎる見方は禁物ですが、その
潜在的インパクトは計り知れません。R&D;部門は、関連する地質学・採掘技術の研究動向を継続的に追
跡し、早期に情報収集体制を構築することが求められます。
【機会】究極の低コスト・低環境負荷水素源の獲得、エネルギー安全保障の強化。
【脅威】既存のグリーン/ブルー水素投資戦略の見直し圧力、新たな地政学的リスクの発生。

深掘り ② ― Ballard、燃料電池事業の転換
#02 | 2026/08/28 | Modern Power Systems | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●○○

カナダの燃料電池メーカーBallard Power Systemsは、英国のオフグリッド水素電力ソリューションプロバイダーGeo
Puraを2億7500万ドルで買収しました。この買収により、Ballardは従来の燃料電池製造事業から、水素生産、流通、
そしてEnergy-as-a-Service（EaaS）を含む統合型水素電力ソリューションプロバイダーへと事業モデルを転換します
。

GeoPuraは、水素燃料電池を搭載したモバイル電源ユニット（HPUs）を提供し、建設現場やイベントなどでディーゼ
ル発電機の代替として利用されています。2026年予測売上高はBallardの従来の燃料電池製造事業を上回る見込みです
。この戦略的統合により、Ballardはエンドツーエンドの水素電力ソリューション提供能力を拡大し、収益源の多様化と
収益性の改善を図ります。
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▶ 技術者の視点

BallardによるGeoPura買収は、燃料電池メーカーがハードウェア販売からソリューション提供へとビジ
ネスモデルを転換する明確なシグナルです。燃料電池スタックの性能向上だけでは収益化が難しい現状
に対し、GeoPuraのようなシステムインテグレーションとサービス提供能力を持つ企業との統合は、市
場のニーズに合致した戦略と言えます。買収金額は2.75億ドルと大きく、GeoPuraの売上予測がBallar
d本体を上回るという点は、この市場の成長性とBallardの危機感を示唆しています。日本企業、特に燃
料電池メーカーや重電メーカーは、自社の事業戦略を見直し、単なる製品供給に留まらず、水素の生産
・貯蔵・輸送・利用まで含めた総合的なソリューション提供へのシフトを検討すべきです。オフグリッ
ド電源市場は、ディーゼル代替として大きな潜在需要があります。
【機会】燃料電池の新たな市場開拓、サービスモデルへの転換による収益源多様化。 【脅威】ハードウ
ェア単体での競争力低下、ソリューション提供能力を持たない企業の市場からの淘汰リスク。
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深掘り ③ ― 世界の水素プロジェクト、実行段階へ
#04 | 2026/08/28 | Global Hydrogen Hub | 技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

世界の水素セクターは、初期の構想段階から、実現可能性調査（FS）、許認可、建設、運用といった具体的な実行段階
へと着実に移行しています。20件以上の主要プロジェクトが開発の重要なマイルストーンを達成し、水素経済の本格的
な展開に向けた勢いを生み出しています。これは、数百MWからGW級の電解槽プロジェクト、水素パイプライン網の
構築、液化水素ターミナル開発など、多岐にわたります。

多くのプロジェクトが最終投資決定（FID）に到達し、詳細なエンジニアリング設計（FEED）段階を完了したことが報
告されており、これはプロジェクトが経済的・技術的に実現可能であると判断されたことを意味します。政府の補助金
や長期オフテイク契約がプロジェクトの実現を後押ししており、水素が単なる将来の可能性ではなく、現実のエネルギ
ーソリューションとして確立されつつあることを示しています。

▶ 技術者の視点

世界の水素プロジェクトが「概念から実行段階へ」移行しているという報告は、水素経済の本格的な立
ち上がりを示す重要な指標です。特にFIDやFEEDの完了は、机上の計画が具体的な投資と建設へと進む
ことを意味し、サプライチェーン全体に大きなビジネス機会をもたらします。しかし、#20の記事が指
摘するように、100GWを超えるプロジェクトが2027年末までにFIDを必要としており、全てが実現す
るわけではないという現実も認識すべきです。資金調達、オフテイク契約、政府支援の確保がプロジェ
クト成功の鍵となります。日本企業は、この実行段階にあるプロジェクトに対し、電解槽、水素貯蔵・
輸送技術、燃料電池システム、関連材料などの供給機会を積極的に探るべきです。また、海外の主要プ
ロジェクトへの投資やパートナーシップを通じて、ノウハウを獲得し、国内の水素インフラ整備に活か
すことも重要です。
【機会】水素サプライチェーン全体でのビジネス機会拡大、技術・製品の市場投入加速。
【脅威】FIDに至らないプロジェクトの増加による投資回収リスク、国際競争の激化。

その他の注目記事
thyssenkrupp nucera、世界最大の電解槽メーカーとしての地位を確立へ（Factopia2）
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●● 日本関連度●●●●○

thyssenkrupp nuceraがギガワット級の電解槽製造を推進し、世界最大を目指す動きは、電解槽市場の寡占化と規模の
経済性追求を加速させる。日本の電解槽メーカーは、この大規模化トレンドへの対応が急務となる。

2026年のグリーン水素投資が100億ドルに達する見込み、しかし100GW超のプロジェクトが2027年末までに最終投資決定を必要（GreentechLead）
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●● 日本関連度●●●●○

グリーン水素投資は拡大するが、多数のプロジェクトがFIDの壁に直面。政策支援、オフテイク契約、資金調達の確保
がプロジェクト成功の鍵であり、市場の淘汰が進む可能性が高い。

チリの再生可能エネルギー比率が7月に41.9%に急増、グリーン水素生産の基盤を強化（Renewables Now）
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●●●○

チリの再エネ比率急増は、グリーン水素の低コスト生産と輸出ハブ化を加速させる。日本にとって重要なグリーン水素
供給源候補であり、長期的な調達戦略に影響を与える。

Siemens Energy、電解槽事業を含む産業エネルギー部門をスピンオフし、戦略的再編を発表（H2 International）
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●●○○

Siemens Energyの電解槽事業スピンオフは、専門性と投資集中を促し、電解槽市場の競争激化と技術革新を加速させ
る。日本の重電・電解槽メーカーは、この事業再編の動きを注視し、自社の競争戦略を見直す必要がある。

thyssenkrupp nucera、ドイツ・アルンシュタットにおける電解槽の量産計画を一時停止、工場建設に影響（Blackout News）
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○ 日本関連度●●●○○
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大手電解槽メーカーによる量産計画の一時停止は、市場の不確実性や大規模プロジェクトのFID遅延が依然として課題
であることを示唆。先行投資のリスクを再認識し、慎重な事業計画が求められる。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】「ホワイト水素」に関する最新の学術論文や探査情報を収集し、その潜在的な影響と技術的課題につ
いて社内勉強会を実施する。

• 【調達】主要電解槽メーカー（thyssenkrupp nucera, Siemens Energy, ITM
Powerなど）の事業戦略変更や量産計画の進捗を再確認し、サプライチェーンの安定性への影響を評価する。

▍短期（1ヶ月）
• 【経営企画】BallardのGeoPura買収事例を分析し、燃料電池メーカーがハードウェア販売から総合ソリューシ
ョンプロバイダーへ転換するビジネスモデルの可能性と、自社への適用可否を検討する。

• 【R&D;】データセンター向け燃料電池（Teragen
Energy）のような新規応用分野の動向を調査し、自社の燃料電池技術や材料が貢献できる可能性を探索する。

• 【EV設計】水素混焼ガスタービン向け監視技術（Cubic Instruments）の原理と性能を評価し、将来的な車載
水素エンジンや燃料電池システムへの応用可能性を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】世界のグリーン水素プロジェクトのFID動向（#20）を継続的にモニタリングし、チリやモロッコ
など（#03, #08）の主要供給国との長期的な水素調達戦略の策定に着手する。

• 【R&D;】電解槽技術の効率向上とコスト削減に向けた研究開発ロードマップを見直し、PEM、アルカリ、SOE
C各技術の進化に対応できる材料開発戦略を強化する。

• 【半導体PKG】（本カテゴリには直接関連しないため、今回はアクション提案なし）

• 【EV設計】（本カテゴリには直接関連しないため、今回はアクション提案なし）

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-09-05
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収録記事一覧

#01 Cubic Instruments、ガス焚きガスタービン向け水素濃度を秒速で監視するレーザーラマン分光
分析計「LRGA-3100」を発表

#02 Ballard Power Systems、GeoPuraを2億7500万ドルで買収完了し、オフグリッド燃料電池発電

市場を強化

#03 チリの再生可能エネルギー比率が7月に41.9%に急増、グリーン水素生産の基盤を強化

#04 世界の水素プロジェクト、概念から実行段階へ移行 — パイプラインが具体的な進展を示す

#05 Air ProductsとNobian、ロッテルダムで年間100MWのグリーン水素供給契約を締結、化学品生
産を脱炭素化

#06 NextEra Energy ResourcesとLinde、米国ルイジアナ州に200MW電解槽を備えるグリーン水素

施設のFEEDを完了

#07 Siemens Energy、電解槽事業を含む産業エネルギー部門をスピンオフし、戦略的再編を発表

#08 モロッコ・タンジェに約110億ドル規模のグリーン水素プロジェクトが浮上、地域経済に新たな
活力

#09 ITM Power、英国政府から次世代電解槽スタック製造に支援を受け、国内生産拡大へ

#10 ITM Power、初の水素顧客への供給開始 — 商用化に向けた重要な節目

#11 thyssenkrupp nucera、世界最大の電解槽メーカーとしての地位を確立へ — ギガワット級製造
を推進

#12 Avaada Energy、再生可能エネルギープロジェクトで13億ドルの資金を確保、5GW浮体式太陽
光発電を推進

#13 Teragen Energy、データセンター向け燃料電池技術で600万ドルのプレシード資金を調達

#14 Hydroxpand、主要電解槽メーカーとその市場における役割に関する洞察を提供

#17 OMV Petromのペトロブラジ製油所、ルーマニアの低炭素水素生産ハブに進化

#18 thyssenkrupp nucera、ドイツ・アルンシュタットにおける電解槽の量産計画を一時停止、工場
建設に影響

#19 研究者、天然に存在する「ホワイト水素」が新たなクリーンエネルギー資源となる可能性を指

摘、自然発生メカニズムを解明

#20 2026年のグリーン水素投資が100億ドルに達する見込み、しかし100GW超のプロジェクトが
2027年末までに最終投資決定を必要

#21 バラード・パワー・システムズが英GeoPuraを約4億ドルで買収完了、燃料電池メーカーから総
合水素電力ソリューションプロバイダーへ転換



#01 Cubic Instruments、ガス焚きガスタービン向け水素
濃度を秒速で監視するレーザーラマン分光分析計「LRGA-
3100」を発表

概要

Cubic Instrumentsは、ガス焚きガスタービン内で水素濃度を迅速かつオンラインで監
視するLRGA‑3100レーザーラマン分光ガス分析計を発表しました。この革新的なシス

テムは、燃焼効率と安全性を高めるための精密な燃料混合比制御を可能にします。リ
アルタイムデータにより、産業プラントは運用を最適化し、水素利用の拡大における

課題に対応することができます。本技術は、水素混合燃料の導入を加速させる重要な
進歩となります。

公開日 2026年09月04日  Hydrogen Technology World Expo 2026 Exhibitor Press Releases  デン
マーク



詳細

主要成果

Cubic Instrumentsは、ガス焚きガスタービン向けに水素濃度を迅速かつ正確にオンライ
ンで監視する先進的なLRGA‑3100レーザーラマン分光ガス分析計を発表しました。この
新しい分析計は、わずか数秒で水素濃度を測定し、燃料混合における精密な制御を可能
にします。これにより、ガスタービンの燃焼効率と運用安全性が大幅に向上します。

技術・臨床詳細

LRGA‑3100は、レーザーラマン分光法を利用して、高圧および高温条件下でもガスター
ビン燃料混合物中の水素濃度を非接触でリアルタイムに測定します。この技術は、特に
水素を従来の天然ガスと混合して燃焼させる場合において、その混合比を極めて高精度
に把握することを可能にします。従来のセンサーでは困難だった過酷な環境下での安定
した測定を実現し、水素特有の幅広い燃焼特性に対応します。システムの応答速度は非
常に速く、動的な運用条件下でも即座にフィードバックを提供できるため、プロセス変
動に迅速に対応し、最適な燃焼状態を維持することができます。

背景・業界文脈

世界的に脱炭素化が求められる中で、水素はガスタービン燃料として注目されており、
既存の天然ガスインフラに水素を混焼させる動きが加速しています。しかし、水素の燃
焼特性は天然ガスと大きく異なるため、正確な濃度監視と制御が安全性と効率性の確保
に不可欠です。LRGA‑3100は、この課題に対する直接的なソリューションを提供し、水
素混焼ガスタービンの安全かつ効率的な運用を可能にします。これにより、発電部門に
おけるCO2排出量削減に大きく貢献することが期待されます。

今後の展望

この技術の導入により、電力会社や産業界は、水素混焼ガスタービンの導入をより自信
を持って進めることができるようになります。精密な監視と制御は、機器の寿命延長、
メンテナンスコストの削減にも寄与し、水素経済への移行を加速させるでしょう。
Cubic Instrumentsは、この技術を通じて、クリーンエネルギーへの移行を支援し、持続
可能な社会の実現に貢献していきます。今後は、さらに多様な産業用途での展開が期待
されます。



元記事: https://www.hydrogen-worldexpo.com/exhibitor-press-releases

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hydrogen-worldexpo.com/exhibitor-press-releases


#02 Ballard Power Systems、GeoPuraを2億7500万ドル
で買収完了し、オフグリッド燃料電池発電市場を強化

概要

カナダの燃料電池メーカーBallard Power Systemsは、英国のオフグリッド水素電力ソ
リューションプロバイダーであるGeoPuraを2億7500万ドルで買収したと発表しまし
た。この買収は、Ballardが燃料電池発電市場、特に建設現場やイベントなどの一時的

な電力供給における地位を大幅に強化することを目的としています。GeoPuraの水素
燃料発電機は、ディーゼル発電機の代替としてCO2排出量ゼロのソリューションを提
供し、脱炭素化目標の達成に貢献します。この戦略的統合により、Ballardはエンドツ

ーエンドの水素電力ソリューション提供能力を拡大します。

公開日 2026年08月28日  Modern Power Systems  カナダ



詳細

主要成果

Ballard Power Systemsは、英国のオフグリッド電力および電気自動車充電ソリューショ
ンプロバイダーであるGeoPuraの買収を2億7500万ドルで完了したと発表しました。こ
の買収は、Ballardの燃料電池発電事業を大幅に拡大し、特に一時的な電力供給とEV充電
市場における同社の競争力を強化します。

技術・臨床詳細

GeoPuraは、水素を燃料とするゼロエミッション発電機を開発・展開しており、これは
移動式電力、建設現場、イベント、バックアップ電源などのオフグリッド用途向けに設
計されています。これらの発電機は、BallardのPEM（プロトン交換膜）燃料電池技術を
統合しており、ディーゼル発電機に代わるクリーンで静かなソリューションを提供しま
す。買収金額は2億7500万ドルで、Ballardの既存技術とGeoPuraのシステム統合および
運用経験が組み合わされることで、より広範な顧客層に対して包括的な水素電力ソリュ
ーションを提供できるようになります。GeoPuraの発電機は、従来のディーゼル発電機
と比較してCO2排出量を100%削減し、NOxや粒子状物質などの大気汚染物質も排出し
ないため、環境規制が厳しくなる市場での優位性を確立します。

背景・業界文脈

世界中で脱炭素化と気候変動対策が加速する中、建設、エンターテイメント、イベント
業界などでは、オフグリッド電源からの排出削減が求められています。ディーゼル発電
機が排出するCO2や汚染物質は、環境規制の強化により代替技術への移行が不可避とな
っています。GeoPuraのソリューションは、これらの課題に直接対応するものであり、
Ballardによる買収は、水素燃料電池がオフグリッド電源市場で主流になる可能性を示唆
しています。この動きは、水素インフラの整備と、燃料電池技術の多様な応用を促進す
るでしょう。



今後の展望

BallardとGeoPuraの統合により、Ballardは垂直統合された水素電力ソリューションプロ
バイダーとしての地位を確立し、製品ポートフォリオを多様化することができます。こ
れにより、成長が期待されるオフグリッド電力およびEV充電市場でのリーダーシップを
強化し、収益機会を拡大することが可能です。今回の買収は、水素経済の発展における
重要なマイルストーンとなり、燃料電池技術の商業的実現可能性を高めるものとして、
他の企業にも影響を与える可能性があります。Ballardは、この買収を通じて、より持続
可能でクリーンな電力ソリューションを世界に提供する取り組みを加速します。

元記事: https://www.modernpowersystems.com/news/ballard-completes-275m-geopura-acquisition-to-

build-hydrogen-power-business/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.modernpowersystems.com/news/ballard-completes-275m-geopura-acquisition-to-build-hydrogen-power-business/
https://www.modernpowersystems.com/news/ballard-completes-275m-geopura-acquisition-to-build-hydrogen-power-business/


#03 チリの再生可能エネルギー比率が7月に41.9%に急
増、グリーン水素生産の基盤を強化

概要

チリの国内電力網における再生可能エネルギーの割合が、2026年7月に過去最高の
41.9%に達しました。これは、チリが大規模なグリーン水素生産のハブとなる可能性を
大きく高めるもので、世界的なエネルギー転換への貢献を示唆しています。豊富な太

陽光と風力資源を活用した再生可能エネルギーの導入加速は、電解槽への安定した電
力供給を保証し、グリーン水素のコスト競争力を向上させる上で極めて重要です。こ
の進展は、水素経済の発展に向けた同国の確固たるコミットメントを裏付けていま

す。

公開日 2026年08月28日  Renewables Now  チリ



詳細

主要成果

2026年7月、チリの全国電力網における再生可能エネルギーの供給割合が41.9%という
過去最高水準に達しました。この統計は、チリがグリーン水素の大規模生産拠点として
の潜在能力を急速に高めていることを明確に示しています。

技術・臨床詳細

チリは、アタカマ砂漠の広大な太陽光資源と南部の強力な風力資源といった、世界有数
の再生可能エネルギーポテンシャルを誇ります。この急速な再生可能エネルギー容量の
増加は、主に太陽光発電と風力発電プロジェクトの導入加速によって達成されました。
7月における41.9%という比率は、電力需要のピーク時においても、非炭素電源が供給の
大部分を担えることを示唆しています。この豊富なクリーン電力は、水素製造プロセス
における電解槽へ安定的かつ低コストで電力を供給するための理想的な条件を提供し、
グリーン水素のLCOH（Levelized Cost of Hydrogen）を大幅に引き下げる可能性を秘め
ています。

背景・業界文脈

チリ政府は、2040年までに世界で最も安価なグリーン水素生産国となることを目指す野
心的な国家水素戦略を掲げています。この戦略は、国内の脱炭素化だけでなく、欧州や
アジアへのグリーン水素輸出を視野に入れたものです。再生可能エネルギー比率の向上
は、この戦略の基盤を強化するものであり、国際的な投資家や企業がチリのグリーン水
素プロジェクトに関心を持つ重要な要因となっています。隣接する各国や世界のエネル
ギー市場において、チリがクリーンエネルギー供給国としての地位を確立する上で不可
欠な進展です。



今後の展望

再生可能エネルギー供給の安定的な増加は、チリのグリーン水素プロジェクトに持続可
能な電力源を保証し、水素生産の規模拡大とコスト削減を可能にします。これにより、
チリは世界有数のグリーン水素輸出国としての地位を確立する可能性が高まります。政
府の強力な支援と相まって、チリのエネルギー転換は、他の途上国や再生可能エネルギ
ー資源に恵まれた国々にとってのモデルケースとなるでしょう。将来的に、チリは電力
部門だけでなく、産業、輸送、熱供給といった様々なセクターで水素の利用を拡大して
いくことが期待されます。

元記事: https://renewablesnow.com/news/nel-widens-net-loss-in-q2-2026-reports-high-electrolyser-

order-intake-1298072/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://renewablesnow.com/news/nel-widens-net-loss-in-q2-2026-reports-high-electrolyser-order-intake-1298072/
https://renewablesnow.com/news/nel-widens-net-loss-in-q2-2026-reports-high-electrolyser-order-intake-1298072/


#04 世界の水素プロジェクト、概念から実行段階へ移行
— パイプラインが具体的な進展を示す

概要

世界の水素セクターが、初期の野心的な計画段階から、実現可能性調査、許認可、建
設、そして運用といった具体的な実行段階へと着実に移行していることが報告されま
した。これは、世界各地で進行中の水素プロジェクトが成熟し、初期のコンセプトや

投資意向が実際のインフラ開発へと結びつき始めていることを示しています。特に、
20件以上の主要プロジェクトが開発の重要なマイルストーンを達成し、水素経済の本
格的な展開に向けた重要な勢いを生み出しています。この進展は、水素エネルギーが

エネルギーミックスの重要な要素として確立されつつある証拠です。

公開日 2026年08月28日  Global Hydrogen Hub  グローバル



詳細

主要成果

世界の水素セクターは、初期の構想段階から、より具体的で実行可能な開発段階へと着
実に移行しています。これは、数多くの水素プロジェクトが実現可能性調査、許認可取
得、建設、そして最終的な運用フェーズへと前進していることを示す重要なトレンドで
す。

技術・臨床詳細

この進展は、主にグリーン水素と低炭素水素の生産、輸送、貯蔵、および利用に関する
大規模プロジェクトによって牽引されています。具体的には、数百メガワットからギガ
ワット級の電解槽プロジェクト、既存ガスパイプラインの水素転換、新たな水素パイプ
ライン網の構築、液化水素ターミナルの開発、そして燃料電池を活用した産業用途やモ
ビリティ分野への導入が含まれます。多くのプロジェクトが、投資決定（FID）に到達
し、詳細なエンジニアリング設計（FEED）段階を完了したことが報告されており、これ
はプロジェクトが経済的・技術的に実現可能であると判断されたことを意味します。例
えば、特定の地域では、政府の補助金や長期オフテイク契約がプロジェクトの実現を後
押しし、リスクを低減しています。

背景・業界文脈

近年、各国政府は脱炭素化目標達成のため、水素戦略を策定し、大規模な投資と政策支
援を表明してきました。しかし、初期の水素プロジェクトは、技術的な課題、高いコス
ト、規制の不確実性などの障壁に直面し、多くが概念段階に留まっていました。今回の
報告は、これらの障壁が徐々に克服されつつあり、政策支援と技術革新が具体的なプロ
ジェクトの推進力となっていることを示しています。これは、水素が単なる将来の可能
性ではなく、現実のエネルギーソリューションとして確立されつつあることを意味しま
す。



今後の展望

水素プロジェクトが実行段階へと移行することは、サプライチェーン全体にわたる投資
と雇用創出を促進し、水素経済の本格的な拡大を加速させるでしょう。特に、電解槽メ
ーカー、インフラ開発企業、そして水素を燃料とする産業セクターにとって、新たなビ
ジネス機会が生まれます。この勢いが持続すれば、2030年代に向けてグリーン水素の生
産コストはさらに低下し、より広範な産業での採用が進むと予測されます。また、国際
的な水素取引市場の形成にも繋がり、グローバルなエネルギーセキュリティと脱炭素化
に貢献することが期待されます。

元記事: https://globalhydrogenhub.com/hydrogen-project-pipeline-gains-momentum-as-20-projects-

advance-across-key-development-stages/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://globalhydrogenhub.com/hydrogen-project-pipeline-gains-momentum-as-20-projects-advance-across-key-development-stages/
https://globalhydrogenhub.com/hydrogen-project-pipeline-gains-momentum-as-20-projects-advance-across-key-development-stages/


#05 Air ProductsとNobian、ロッテルダムで年間100MW
のグリーン水素供給契約を締結、化学品生産を脱炭素化

概要

産業ガス大手のAir Productsと欧州の化学品メーカーNobianは、オランダのロッテルダ
ムにおける年間100MW規模の電解槽プロジェクトから、長期的なグリーン水素供給契
約を締結しました。このオフテイク契約は、Nobianが化学品生産プロセスで使用する

既存の水素需要を、再生可能エネルギー由来の水素に転換し、大幅な脱炭素化を達成
することを目的としています。本プロジェクトは、EUの再生可能燃料指令（RFNBO）
に準拠したグリーン水素を供給し、産業のCO2排出量削減と持続可能性目標達成への

貢献が期待されます。欧州におけるグリーン水素経済の発展を加速させる重要な一歩
です。

公開日 2026年09月02日  Global eFuels  オランダ



詳細

主要成果

産業ガス大手Air Productsと欧州の化学品メーカーNobianは、オランダのロッテルダム
港で開発中の年間100MW規模のグリーン水素製造施設からの長期オフテイク契約を締
結しました。この契約は、Nobianの化学品生産における水素需要を、再生可能エネルギ
ー由来の水素に転換し、同社の脱炭素化目標を推進する上で極めて重要なものです。

技術・臨床詳細

Air Productsがロッテルダムに建設中の電解槽プロジェクトは、約100MWの容量を持
ち、風力発電などの再生可能エネルギーを電力源として、水電解により年間最大15,000

トン（約1億5千万Nm3）のグリーン水素を生産する予定です。Nobianは、このグリー
ン水素を自社の塩水電解プラントで使用し、苛性ソーダ、塩素、水素を製造するプロセ
スを脱炭素化します。このプロジェクトで生産される水素は、EUの再生可能エネルギー
指令（RED II）で定められた再生可能燃料由来の非生物由来液体燃料・気体燃料
（RFNBO）の基準を満たすことが期待されています。RFNBOの基準は、特定のCO2排出
削減要件を満たすだけでなく、再生可能電力の供給源や生産方法についても厳格なルー
ルを設けています。

背景・業界文脈

化学産業は、水素を原材料として多用する主要な産業の一つですが、これまでその多く
は天然ガス由来のグレー水素でした。グレー水素の製造プロセスでは大量のCO2が排出
されるため、化学産業の脱炭素化にはグリーン水素への切り替えが不可欠です。本契約
は、欧州における産業規模でのグリーン水素の商業化を加速させ、産業界の脱炭素化モ
デルを確立する上で重要な意味を持ちます。特に、ロッテルダム港は欧州最大の産業ク
ラスターの一つであり、この地域でのグリーン水素供給の確立は、広範な産業の脱炭素
化を牽引する可能性があります。



今後の展望

この長期供給契約は、Nobianの持続可能性目標達成に貢献するだけでなく、Air

Productsにとっても欧州におけるグリーン水素事業の拡大を確実にするものです。これ
により、他の化学企業や重工業企業もグリーン水素の採用を検討する動機となり、欧州
全体のグリーン水素市場の成長が加速するでしょう。また、大規模なグリーン水素イン
フラの整備が進むことで、将来的に水素ベースの合成燃料（e-fuels）生産など、さらに
多様な産業でのグリーン水素利用が促進されることが期待されます。本プロジェクト
は、欧州の産業脱炭素化ロードマップにおける重要な成功事例となるでしょう。

元記事: https://global-efuels.com/news/air-products-and-nobian-sign-rfnbo-compliant-hydrogen-

offtake-agreement/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://global-efuels.com/news/air-products-and-nobian-sign-rfnbo-compliant-hydrogen-offtake-agreement/
https://global-efuels.com/news/air-products-and-nobian-sign-rfnbo-compliant-hydrogen-offtake-agreement/


#06 NextEra Energy ResourcesとLinde、米国ルイジアナ
州に200MW電解槽を備えるグリーン水素施設のFEEDを完
了

概要

NextEra Energy ResourcesとLindeは、米国ルイジアナ州における大規模グリーン水素

生産施設「Live Oakプロジェクト」のフロントエンドエンジニアリング設計（FEED）
を完了したと発表しました。このプロジェクトは、200MWの電解槽容量を有し、年間
約3万トンのグリーン水素を生産する予定です。目的は、特に産業用途でのクリーン水

素供給を確保し、地域の脱炭素化目標を支援することです。FEEDの完了は、プロジェ
クトが最終投資決定（FID）に近づいていることを示し、米国におけるグリーン水素イ
ンフラ開発の重要な節目となります。

公開日 2026年08月30日  Global eFuels  アメリカ



詳細

主要成果

NextEra Energy ResourcesとLindeは、米国ルイジアナ州で計画されている大規模グリー
ン水素生産施設「Live Oakプロジェクト」のフロントエンドエンジニアリング設計
（FEED）の完了を発表しました。これは、米国湾岸地域におけるグリーン水素インフラ
開発の重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

Live Oakプロジェクトは、約200MWの電解槽容量を持つ予定で、水電解プロセスを通じ
て年間約30,000トンのグリーン水素を生産する見込みです。このグリーン水素は、主に
地域の産業顧客に供給され、従来の天然ガス由来の水素（グレー水素）を代替すること
で、大規模なCO2排出量削減に貢献します。Lindeは、水素の生産、貯蔵、および輸送
における専門知識を提供し、NextEra Energy Resourcesは再生可能エネルギーの供給と
プロジェクト開発を主導します。FEED段階の完了は、プロジェクトの技術的実現可能
性、コスト見積もり、スケジュールが詳細に評価され、最終投資決定（FID）に向けた
準備が整ったことを意味します。この施設は、隣接する既存のLindeの水素パイプライ
ンネットワークに接続される予定であり、効率的な供給インフラを活用します。

背景・業界文脈

米国政府は、インフレ削減法（IRA）などを通じて、クリーン水素生産に対する税額控
除や助成金を提供し、国内の水素経済発展を強力に推進しています。特に湾岸地域は、
既存の産業需要と広範なパイプラインインフラがあるため、水素ハブとしての潜在力が
高いとされています。Live Oakプロジェクトのような大規模なグリーン水素生産施設の
開発は、このような政策的支援と地域の産業的需要が相まって進められており、米国の
脱炭素化目標達成に不可欠な役割を果たすでしょう。また、このプロジェクトは、
Lindeのような大手産業ガス会社が、グリーン水素バリューチェーンの構築に積極的に
関与していることを示しています。



今後の展望

Live OakプロジェクトのFEED完了は、米国のグリーン水素産業にとって重要なマイルス
トーンであり、最終投資決定（FID）が下されれば、建設段階へと移行します。この施
設の稼働は、ルイジアナ州および湾岸地域の産業に安定したクリーン水素供給を提供
し、製油所、化学プラント、肥料工場などの主要なCO2排出源の脱炭素化を加速させま
す。将来的に、このプロジェクトは、さらなる電解槽容量の拡大や、水素利用技術の多
様化を促し、米国が世界的なグリーン水素のリーダーとなるための基盤を強化すること
が期待されます。

元記事: https://global-efuels.com/news/feed-announced-for-e-ng-live-oak-project/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://global-efuels.com/news/feed-announced-for-e-ng-live-oak-project/


#07 Siemens Energy、電解槽事業を含む産業エネルギー
部門をスピンオフし、戦略的再編を発表

概要

Siemens Energyは、電解槽製造を含む産業エネルギー事業部門を新たな独立した事業
体としてスピンオフする計画を発表しました。この戦略的再編は、各事業の市場での
競争力を高め、より柔軟な意思決定と迅速な市場対応を可能にすることを目的として

います。特に、電解槽事業は成長著しいグリーン水素市場において中核的な役割を担
っており、今回のスピンオフにより、専門性と投資の集中が促進され、技術革新と規
模拡大が加速すると期待されます。この動きは、グローバルなエネルギー転換におけ

るSiemens Energyのコミットメントを強化するものです。

公開日 2026年08月28日  H2 International  ドイツ



詳細

主要成果

Siemens Energyは、電解槽製造を含む同社の産業エネルギー事業部門を、新たな独立し
た事業体としてスピンオフする意向を公表しました。この大胆な戦略的再編は、各事業
の市場における競争力と敏捷性を高めることを目的としています。

技術・臨床詳細

スピンオフされる部門には、主に産業用タービン、コンプレッサー、およびグリーン水
素製造の鍵となる電解槽技術が含まれます。特に、Siemens EnergyはPEM（プロトン交
換膜）電解槽技術においてリーダーシップを発揮しており、その技術は高効率かつ応答
性に優れていることで知られています。新しい事業体は、これらの中核技術に特化し、
市場の要求に合わせた製品開発とソリューション提供に集中することが可能になりま
す。これにより、水素生産技術のさらなる効率化、コスト削減、および規模拡大が加速
されるでしょう。スピンオフにより、独自の経営戦略と資本配分が可能となり、より迅
速な投資判断やパートナーシップ形成が期待されます。

背景・業界文脈

世界のエネルギー市場は、脱炭素化と再生可能エネルギーへの移行により、かつてない
ほどの変革期を迎えています。グリーン水素は、このエネルギー転換における重要な要
素として位置づけられ、電解槽メーカーはその基盤を支える存在です。Siemens Energy

のようなコングロマリット企業が特定の事業を分離する動きは、市場の専門化と競争の
激化を反映しています。これにより、電解槽事業は、迅速なイノベーションと成長が必
要とされる専門分野として、よりターゲットを絞った経営が可能になります。この再編
は、他の大手エネルギー企業にも影響を与え、同様の戦略的見直しを促す可能性があり
ます。



今後の展望

このスピンオフは、Siemens Energyが中核事業に集中し、より収益性の高い成長を実現
するための重要な一歩となります。独立した電解槽事業体は、専用の経営資源と戦略を
持ち、急速に拡大するグリーン水素市場でリーダーシップを確立することを目指しま
す。これにより、電解槽技術の進歩が加速し、グリーン水素の生産コストが低下するこ
とで、水素経済全体の発展に貢献するでしょう。また、新たな事業体のIPOや戦略的パ
ートナーシップの可能性も開かれ、水素技術への投資をさらに活性化させることが期待
されます。

元記事: https://www.h2-international.com/market/market-siemens-energy-separates-industrial-

business-electrolysers-be-under-new-company

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.h2-international.com/market/market-siemens-energy-separates-industrial-business-electrolysers-be-under-new-company
https://www.h2-international.com/market/market-siemens-energy-separates-industrial-business-electrolysers-be-under-new-company


#08 モロッコ・タンジェに約110億ドル規模のグリーン水
素プロジェクトが浮上、地域経済に新たな活力

概要

モロッコのタンジェ地域で、約110億ドル規模のグリーン水素生産プロジェクトが検討
されていることが明らかになりました。この大規模な投資は、モロッコが再生可能エ
ネルギーの豊かなポテンシャルを活用し、グリーン水素輸出国としての地位を確立す

る戦略の一環です。プロジェクトは、地域経済に多大な雇用機会と技術移転をもたら
し、国のエネルギー自給率向上と脱炭素化目標達成に貢献すると期待されています。
この動きは、アフリカ大陸におけるグリーン水素開発の大きな推進力となる可能性が

あります。

公開日 2026年08月29日  HibaPress English  モロッコ



詳細

主要成果

モロッコのタンジェ地域において、約110億ドルという巨額の潜在的投資を伴う大規模
なグリーン水素生産プロジェクトが浮上していることが報じられました。これは、モロ
ッコが再生可能エネルギー資源を活用し、グリーン水素の主要輸出国としての地位を確
立するという国家戦略における重要な進展です。

技術・臨床詳細

このグリーン水素プロジェクトは、タンジェの戦略的な立地、特に大西洋と地中海に面
した地理的利点を活かし、大規模な太陽光発電および風力発電施設からの再生可能電力
を用いて、水電解により水素を生産する計画です。具体的な電解槽容量や生産規模はま
だ公表されていませんが、約110億ドルという投資額は、ギガワット級の電解槽とそれ
に付随するインフラ（水素輸送パイプライン、貯蔵施設、港湾設備など）の建設を示唆
しています。生成されたグリーン水素は、主に欧州市場への輸出を視野に入れているほ
か、国内の産業プロセス（例：肥料生産）の脱炭素化にも利用される可能性がありま
す。プロジェクトは、数百から数千人規模の新規雇用を創出し、地域の技術力向上とサ
プライチェーンの発展に寄与する見込みです。

背景・業界文脈

モロッコは、アフリカ有数の再生可能エネルギーポテンシャルを持ち、特に太陽光と風
力資源に恵まれています。同国政府は、エネルギー自給率の向上と脱炭素化を目標に、
国家水素戦略を策定し、大規模なグリーン水素投資を誘致しています。タンジェは、欧
州へのアクセスが容易であることから、グリーン水素の輸出拠点として理想的な立地で
す。このプロジェクトは、モロッコを国際的なグリーン水素市場の主要プレーヤーとし
て位置づけるだけでなく、アフリカ大陸全体のグリーン水素開発の先駆的な事例となる
可能性があります。



今後の展望

この約110億ドル規模のプロジェクトは、モロッコ経済に大きな影響を与え、エネルギ
ー部門における新たな成長機会を創出します。成功すれば、モロッコは欧州のエネルギ
ー転換に不可欠なグリーン水素供給国としての役割を強化し、国際的な気候変動対策に
貢献するでしょう。また、プロジェクトの実施は、水素生産、貯蔵、輸送に関する技術
革新を促進し、関連産業のエコシステム全体を強化することが期待されます。この投資
は、モロッコが長期的な経済成長と持続可能性を達成するための基盤を築く上で、決定
的な一歩となる可能性があります。

元記事: https://www.facebook.com/hibapressenglish/posts/green-hydrogen-project-in-tangier-with-

potential-investment-of-nearly-11-billion/1056274873878169/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/hibapressenglish/posts/green-hydrogen-project-in-tangier-with-potential-investment-of-nearly-11-billion/1056274873878169/
https://www.facebook.com/hibapressenglish/posts/green-hydrogen-project-in-tangier-with-potential-investment-of-nearly-11-billion/1056274873878169/


#09 ITM Power、英国政府から次世代電解槽スタック製造
に支援を受け、国内生産拡大へ

概要

英国の電解槽メーカーITM Powerは、次世代PEM（プロトン交換膜）電解槽スタックの
製造能力拡大に向け、英国政府からの支援を獲得しました。この国家的な支援は、国
内における電解槽の製造規模を大幅に拡大し、英国のグリーン水素経済の発展を加速

させるものです。ITM Powerの技術は、再生可能エネルギー由来の水素生産において重
要な役割を担っており、今回の支援は同社の技術革新と商業化をさらに推進します。
これにより、英国は電解槽製造の主要拠点としての地位を強化し、エネルギー自給率

向上に寄与します。

公開日 2026年08月30日  Kalkine Media  英国



詳細

主要成果

英国を拠点とする電解槽メーカーITM Powerは、同社の次世代PEM（プロトン交換膜）
電解槽スタックの製造能力を拡大するため、英国政府から重要な支援を獲得しました。
この支援は、英国国内での電解槽製造規模を大幅に拡大し、同国のグリーン水素経済の
発展を加速させる上で不可欠なものです。

技術・臨床詳細

ITM Powerは、特にPEM電解槽技術に特化しており、その技術は再生可能エネルギー源
からの水素生産において高い効率性と柔軟性を提供します。次世代スタックは、既存モ
デルと比較して、より高い電流密度での運転が可能となり、製造コストの削減と効率の
向上を実現する設計です。政府からの支援は、主に製造プロセスの自動化、サプライチ
ェーンの強化、および研究開発費に充当されると予想されます。具体的な支援額は未公
表ですが、これはギガワット級の電解槽製造能力を目指すITM Powerの戦略に合致する
ものです。これにより、年間数GWの電解槽モジュールを生産できる体制を構築し、世
界の需要に応えることが可能になります。

背景・業界文脈

世界中で脱炭素化の動きが加速する中、グリーン水素は産業、輸送、エネルギー貯蔵の
多様な分野で中心的な役割を果たすと期待されています。英国政府は、2030年までに
5GWの低炭素水素生産能力を確保するという野心的な目標を掲げており、その達成には
国内の電解槽製造能力の強化が不可欠です。ITM Powerへの支援は、この国家戦略の中
核をなし、英国が国際的な電解槽市場で競争力を維持するための重要な手段となりま
す。これは、英国のエネルギー安全保障を強化し、新たな高技術雇用を創出する上でも
意義があります。



今後の展望

英国政府の支援により、ITM Powerは次世代電解槽スタックの製造を加速し、市場投入
を早めることができます。これにより、同社の製品はより競争力のある価格で提供さ
れ、グリーン水素プロジェクトの経済性を高めるでしょう。また、国内製造能力の拡大
は、サプライチェーンのレジリエンスを高め、地政学的なリスクに対する脆弱性を低減
します。ITM Powerの成功は、英国がグリーン産業革命をリードし、グローバルなエネ
ルギー転換に貢献する上で重要な事例となるでしょう。長期的に見れば、この支援は、
水素生産コストのさらなる低下と、水素ベースのエネルギーシステムの広範な採用に繋
がると期待されます。

元記事: https://kalkinemedia.com/uk/stocks/energy/itm-power-lseitm-secures-state-backing-for-its-

next-generation-stack-is-domestic-electrolyser-manufacturing-finally-scaling

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://kalkinemedia.com/uk/stocks/energy/itm-power-lseitm-secures-state-backing-for-its-next-generation-stack-is-domestic-electrolyser-manufacturing-finally-scaling
https://kalkinemedia.com/uk/stocks/energy/itm-power-lseitm-secures-state-backing-for-its-next-generation-stack-is-domestic-electrolyser-manufacturing-finally-scaling


#10 ITM Power、初の水素顧客への供給開始 — 商用化に
向けた重要な節目

概要

英国の電解槽メーカーITM Powerは、商業顧客への水素供給を開始したと発表しまし
た。これは、同社が電解槽技術の商用化に向けた重要なマイルストーンを達成したこ
とを意味し、研究開発段階から実際の運用段階への移行を示すものです。この初の顧

客供給は、ITM Powerの技術が産業用途で信頼性と効率性を発揮できることを実証し、
グリーン水素市場における同社の地位を強化します。この成功は、投資家や業界全体
に対し、水素経済の実現に向けた具体的な進展を示す強いシグナルとなります。

公開日 2026年08月27日  Kalkine Media  英国



詳細

主要成果

英国の電解槽技術のパイオニアであるITM Powerは、同社が生産したグリーン水素を初
めて商業顧客に供給したと発表しました。この供給開始は、同社の事業が研究開発から
本格的な商業運用へと移行する、極めて重要な節目となります。

技術・臨床詳細

ITM Powerは、PEM（プロトン交換膜）電解槽技術を用いて、再生可能エネルギー電力
から水を分解し、高純度の水素を生産しています。今回の顧客への供給は、同社の製造
した電解槽システムが安定して稼働し、要求される純度と量で水素を供給できることを
実証しました。具体的には、顧客の施設内に設置されたITM Power製の電解槽が、継続
的にグリーン水素を生成し、顧客の産業プロセスやモビリティ用途に直接供給される形
です。この供給契約の詳細は明らかにされていませんが、水素の品質、供給圧力、流量
などの技術的要件が満たされたことは、同社の技術の成熟度を示すものです。

背景・業界文脈

水素経済の構築は、水素の生産技術だけでなく、その商業的な供給ネットワークと利用
拡大が不可欠です。これまで、多くの電解槽メーカーは技術開発に注力してきました
が、実際の商業顧客への長期的な供給実績はまだ限られていました。ITM Powerによる
この供給開始は、電解槽技術が実験室の段階を超え、現実の産業サプライチェーンに組
み込まれつつあることを示しています。これは、グリーン水素のコストが依然として課
題であるものの、技術の信頼性と市場の需要が高まっていることの表れです。

今後の展望

この初の顧客供給は、ITM Powerにとって収益化の道を切り拓くとともに、今後の大規
模プロジェクト獲得に向けた強力な実績となります。成功事例は、潜在的な顧客や投資
家に対して信頼性をアピールし、さらなる受注に繋がるでしょう。これにより、ITM

Powerは、英国および世界のグリーン水素市場におけるリーダーシップを強化し、電解
槽製造の規模拡大と技術革新を加速させることが期待されます。このマイルストーン
は、水素経済の本格的な商業化に向けた、業界全体の重要な一歩として評価されるでし
ょう。



元記事: https://kalkinemedia.com/uk/stocks/energy/itm-power-lseitm-does-delivering-hydrogen-to-a-

customer-mark-a-turning-point

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://kalkinemedia.com/uk/stocks/energy/itm-power-lseitm-does-delivering-hydrogen-to-a-customer-mark-a-turning-point
https://kalkinemedia.com/uk/stocks/energy/itm-power-lseitm-does-delivering-hydrogen-to-a-customer-mark-a-turning-point


#11 thyssenkrupp nucera、世界最大の電解槽メーカーと
しての地位を確立へ — ギガワット級製造を推進

概要

ドイツの電解槽メーカーthyssenkrupp nuceraが、ギガワット級の電解槽製造能力を構
築することで、世界最大の電解槽メーカーとしての地位を確立しようとしています。
同社は、アルカリ電解槽技術において長年の経験と実績を持ち、大規模な産業用途向

けの堅牢で効率的なソリューションを提供しています。この戦略的な拡大は、世界の
グリーン水素需要の急増に対応し、産業界の脱炭素化を加速させる上で極めて重要で
す。thyssenkrupp nuceraの動きは、グローバルな水素経済の形成において決定的な役

割を果たすものと期待されます。

公開日 2026年09月01日  Factopia2 (Facebook)  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツの主要な電解槽メーカーであるthyssenkrupp nuceraが、ギガワット級の製造能力
の確立を通じて、世界最大の電解槽メーカーとしての地位を確立しようとしています。
同社の目標は、急増するグリーン水素需要に応え、グローバルな脱炭素化を牽引するこ
とにあります。

技術・臨床詳細

thyssenkrupp nuceraは、主に大容量のアルカリ水電解（AWE）技術に強みを持っていま
す。この技術は、数十メガワットから数百メガワット規模のモジュールを組み合わせる
ことで、ギガワット級の水素生産施設を構築することが可能です。アルカリ電解槽は、
その堅牢性、長寿命、比較的低い材料コストが特徴であり、大規模な産業用途や長期安
定稼働が求められるプロジェクトに適しています。同社は、既存の化学プラント建設に
おける豊富な経験とエンジニアリングノウハウを活かし、電解槽の製造プロセスを標準
化・モジュール化することで、生産コストの削減と導入期間の短縮を図っています。こ
れにより、年間数ギガワットの電解槽スタックを生産できる体制を整え、世界中の大規
模グリーン水素プロジェクトへの供給能力を強化しています。

背景・業界文脈

世界中の政府や産業界が、気候変動目標達成のためにグリーン水素を主要な脱炭素化手
段と位置づける中、電解槽の安定かつ大規模な供給はボトルネックの一つとなっていま
す。特に、化石燃料依存度の高い重工業（製鉄、化学、肥料生産など）においては、グ
リーン水素への切り替えが不可欠であり、ギガワット級の電解槽需要が急速に高まって
います。thyssenkrupp nuceraのこの戦略は、このような市場の要請に直接応えるもので
あり、電解槽市場の寡占化と規模の経済性の追求を加速させる動きとして注目されま
す。



今後の展望

thyssenkrupp nuceraが世界最大の電解槽メーカーとしての地位を確立すれば、グリーン
水素のグローバルな供給能力が飛躍的に向上し、水素生産コストの低下に大きく貢献す
るでしょう。これは、水素経済の本格的な商業化を加速させ、より多くの産業が脱炭素
化の機会を得ることを意味します。同社の規模拡大は、電解槽サプライチェーン全体に
ポジティブな影響を与え、関連産業の発展も促すでしょう。長期的に見れば、
thyssenkrupp nuceraの成功は、世界のエネルギー転換における水素の役割をさらに確固
たるものにし、持続可能な未来への移行を支援する重要な要素となります。

元記事: https://www.facebook.com/Factopia2/posts/germanys-thyssenkrupp-nucera-is-becoming-the-

worlds-largest-electrolyser-manufac/122128664936782858/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/Factopia2/posts/germanys-thyssenkrupp-nucera-is-becoming-the-worlds-largest-electrolyser-manufac/122128664936782858/
https://www.facebook.com/Factopia2/posts/germanys-thyssenkrupp-nucera-is-becoming-the-worlds-largest-electrolyser-manufac/122128664936782858/


#12 Avaada Energy、再生可能エネルギープロジェクトで
13億ドルの資金を確保、5GW浮体式太陽光発電を推進

概要

インドの大手再生可能エネルギー企業Avaada Energyは、複数の再生可能エネルギープ
ロジェクト向けに13億ドルという大規模な資金調達を完了したと発表しました。この
資金は、特に5ギガワット（GW）規模の浮体式太陽光発電プロジェクトを含む、同社

の広範な再生可能エネルギーポートフォリオの展開を加速させるために利用されま
す。この投資は、インドのエネルギー転換目標達成に不可欠であり、グリーン水素生
産の基盤となるクリーン電力供給能力を大幅に強化します。Avaada Energyの資金調達

成功は、再生可能エネルギー分野への国際的な信頼と投資意欲の高さを示していま
す。

公開日 2026年09月01日  Indoen  インド



詳細

主要成果

インドの主要な再生可能エネルギー企業であるAvaada Energyは、同社の多様な再生可
能エネルギープロジェクトを推進するため、13億ドル（約1800億円）という大規模な資
金調達を完了しました。この資金は、特に5ギガワット（GW）規模の浮体式太陽光発電
プロジェクトを含む、同社の野心的な計画を支えるものです。

技術・臨床詳細

今回の資金調達は、主に国内外の金融機関およびプライベートエクイティファンドから
のデットファイナンスとエクイティ投資の組み合わせによって行われました。資金は、
Avaada Energyが開発・建設を進める太陽光発電（地上設置型および浮体式）、風力発
電、ハイブリッド発電プロジェクトに充当されます。特に注目される5GWの浮体式太陽
光発電は、大規模な貯水池や既存のダムサイトに設置され、土地利用の競合を避けつ
つ、高効率での発電が期待されます。浮体式太陽光発電は、水面冷却効果により効率が
向上する利点も持ちます。これらのプロジェクトは、インドの全国送電網に接続され、
安定したクリーン電力を供給することで、産業部門や都市部の電力需要に対応します。

背景・業界文脈

インドは、経済成長に伴いエネルギー需要が急増しており、同時に気候変動対策として
再生可能エネルギーへの大規模な移行を進めています。政府は、2030年までに非化石燃
料からの発電容量を500GWに達するという野心的な目標を掲げており、Avaada Energy
のような企業がその目標達成に不可欠な役割を担っています。このような再生可能エネ
ルギーの急速な拡大は、将来のグリーン水素生産のための低コストで安定した電力供給
を可能にする上で、極めて重要な基盤を構築します。国際的な投資家は、インドの再生
可能エネルギー市場の成長潜在力を高く評価しており、今回の資金調達はその証左と言
えます。



今後の展望

Avaada Energyによる13億ドルの資金調達は、インドの再生可能エネルギー部門に大き
な弾みを与え、同国のエネルギー転換を加速させます。これにより、年間数百万トンの
CO2排出量削減に貢献するとともに、新たな雇用機会を創出します。特に、大規模な浮
体式太陽光発電プロジェクトの展開は、限られた土地資源を持つ地域において再生可能
エネルギーの導入を拡大する新たなモデルを提供するでしょう。この豊富なクリーン電
力は、将来的には大規模なグリーン水素製造の動力源としても活用され、インドを世界
のグリーン水素経済における主要プレーヤーへと押し上げる可能性を秘めています。

元記事: https://indoen.com/news/5gw-floating-solar-approved-avaada-closes-13bn-finance-oriana-

commits-472m

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://indoen.com/news/5gw-floating-solar-approved-avaada-closes-13bn-finance-oriana-commits-472m
https://indoen.com/news/5gw-floating-solar-approved-avaada-closes-13bn-finance-oriana-commits-472m


#13 Teragen Energy、データセンター向け燃料電池技術
で600万ドルのプレシード資金を調達

概要

Teragen Energyは、データセンターの電力供給に特化した革新的な燃料電池技術の開
発を目指し、600万ドル（約8億円）のプレシード資金を調達しました。この資金は、
データセンターの脱炭素化と電力効率の向上に対する高まる需要に応えるため、同社

の技術開発とチーム拡大に充当されます。データセンターは膨大な電力を消費するた
め、クリーンで信頼性の高い代替電源の必要性が高まっており、Teragen Energyのソ
リューションは重要な役割を果たす可能性があります。この投資は、燃料電池技術の

新たな応用分野への期待を示しています。

公開日 2026年08月30日  Dealroom.co  アメリカ



詳細

主要成果

Teragen Energyは、データセンターの電力供給向けに特化した燃料電池技術を開発する
ため、600万ドル（約8億円）のプレシード資金を調達しました。この資金は、同社の研
究開発と事業拡大を加速させ、データセンター業界の脱炭素化に貢献することを目的と
しています。

技術・臨床詳細

Teragen Energyは、水素または他のクリーン燃料を動力源とする高効率な燃料電池シス
テムを開発しており、データセンターのラックレベルやモジュールレベルでの分散型発
電を可能にすることを目指しています。同社の技術は、従来の集中型発電所から電力を
供給する方式と比較して、送電ロスを削減し、高い電力効率を実現できる可能性があり
ます。また、燃料電池は無停止電源（UPS）としての機能も果たし、電力網の障害時で
もデータセンターの継続的な運用を保証します。燃料電池は熱を副産物として生成しま
すが、これを冷却システムに再利用することで、データセンター全体のエネルギー効率
をさらに高めるコジェネレーション（熱電併給）も視野に入れています。プレシードラ
ウンドの資金は、プロトタイプの開発、特許取得、および専門技術者の採用に活用され
る予定です。

背景・業界文脈

データセンターは、デジタル経済を支えるインフラとしてその重要性が増す一方で、世
界の電力消費量のかなりの部分を占めており、その炭素排出量は大きな課題となってい
ます。AIやクラウドコンピューティングの進化に伴い、データセンターの電力需要はさ
らに増大すると予想されており、クリーンで信頼性の高い電力供給ソリューションが喫
緊に求められています。従来のディーゼル発電機はバックアップ電源として広く利用さ
れていますが、その排出物は環境負荷が高いです。Teragen Energyの燃料電池技術は、
この環境負荷を大幅に削減し、データセンターの持続可能性を高める革新的な選択肢を
提供します。



今後の展望

Teragen Energyの資金調達は、データセンター業界における燃料電池技術の潜在的な市
場価値を示しています。同社の技術が成熟し、商業規模で展開されれば、データセンタ
ーの運用者は、環境フットプリントを削減しながら、電力の信頼性と効率性を向上させ
ることができます。これにより、データセンター業界の脱炭素化が加速し、サステナブ
ルなデジタルインフラへの移行が進むでしょう。Teragen Energyは、燃料電池をデータ
センターの主要な電力源とするという野心的な目標を掲げており、その実現に向けた今
後の技術開発とパートナーシップに注目が集まります。

元記事: https://dealroom.co/news/147132-teragen-lands-6m-pre-seed-for-fuel-cells-that-power-data-

centres/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://dealroom.co/news/147132-teragen-lands-6m-pre-seed-for-fuel-cells-that-power-data-centres/
https://dealroom.co/news/147132-teragen-lands-6m-pre-seed-for-fuel-cells-that-power-data-centres/


#14 Hydroxpand、主要電解槽メーカーとその市場におけ
る役割に関する洞察を提供

概要

Hydroxpandは、ブログ記事で世界の主要な電解槽メーカーと、拡大する水素市場にお
ける彼らの重要な役割についての洞察を発表しました。本記事は、PEM（プロトン交
換膜）電解槽、アルカリ電解槽、SOEC（固体酸化物形電解槽）など、異なる電解槽技

術とその主要プレイヤーを包括的に紹介しています。企業や投資家が水素技術の状況
を理解する上で有益な情報を提供し、各技術が市場の様々なニーズにどのように対応
しているかを解説しています。この洞察は、水素経済への投資判断や戦略策定に役立

ちます。

公開日 2026年09月03日  Hydroxpand Blog  グローバル



詳細

主要成果

Hydroxpandの最新ブログ記事は、世界の主要な電解槽メーカーとその広がり続ける水
素市場における彼らの不可欠な役割について深く掘り下げた洞察を提供しています。こ
の分析は、PEM電解槽、アルカリ電解槽、SOECなど、主要な電解槽技術の景観と、各
分野における主要プレーヤーに焦点を当てています。

技術・臨床詳細

記事では、主に以下の3種類の電解槽技術が詳細に解説されています。

PEM（プロトン交換膜）電解槽: 高電流密度、迅速な応答性、再生可能エネルギーと
の連携の容易さで知られ、変動する電力供給源に特に適しています。Siemens

Energy、ITM Power、Plug Powerなどが主要メーカーとして挙げられています。

アルカリ電解槽: 成熟した技術であり、堅牢性、長寿命、比較的低いコストが特徴で
す。大規模プロジェクトでの採用が多く、 thyssenkrupp nucera、Nel Hydrogen、
HydrogenProなどが代表的です。

SOEC（固体酸化物形電解槽）: 高温での運転により高効率を実現し、特に産業廃熱
との統合が期待されます。高温水蒸気電解により、PEMやアルカリ電解槽よりも電力
消費が少ない可能性を秘めています。Bloom Energy、Sunfireなどがこの分野をリー
ドしています。

記事は、各技術のメリット・デメリット、そしてどのタイプのアプリケーションに最適
かについても分析しています。また、これらのメーカーがサプライチェーンの構築、コ
スト削減、技術革新を通じて、いかにグリーン水素生産の推進に貢献しているかを強調
しています。

背景・業界文脈

グローバルな脱炭素化目標の達成には、再生可能エネルギー由来のグリーン水素の生産
が不可欠です。電解槽は、水を水素と酸素に分解する核となる技術であり、その性能、
コスト、規模は水素経済の発展を左右します。電解槽市場は急速に拡大しており、技術
的な選択肢とプレイヤーの多様化が進んでいます。企業や投資家は、最適な技術とパー
トナーシップを選択するために、このような詳細な市場分析を必要としています。本記
事は、この複雑な市場状況を整理し、意思決定のための基盤を提供します。



今後の展望

電解槽技術の進化は継続し、特に効率向上とコスト削減が今後の焦点となるでしょう。
大規模化と自動化により、電解槽のCAPEX（設備投資）とOPEX（運転費用）はさらに
低下すると予想されます。また、SOECのように熱利用と統合された高効率技術の開発
も進むでしょう。Hydroxpandの記事は、このダイナミックな市場の動向を追跡し、新
たな技術革新や市場参入企業に関する情報を提供し続けることで、水素経済の健全な発
展に貢献します。投資家や政策立案者にとって、この種の洞察は、長期的な戦略を形成
する上で不可欠です。

元記事: https://hydroxpand.com/en/blog/2026-09-03-who-makes-electrolysers/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://hydroxpand.com/en/blog/2026-09-03-who-makes-electrolysers/


#17 OMV Petromのペトロブラジ製油所、ルーマニアの低
炭素水素生産ハブに進化

概要

ルーマニア最大のエネルギー会社OMV Petromは、同社のペトロブラジ製油所が地域
の低炭素水素生産ハブとして進化していると発表しました。この動きは、製油所の脱
炭素化を推進し、ルーマニアのグリーン水素経済発展に貢献することを目的としてい

ます。ペトロブラジ製油所は、既に電解槽技術の導入を進めており、再生可能エネル
ギー由来の電力を使用することで、従来のグレー水素生産に伴うCO2排出量を削減し
ます。このプロジェクトは、東欧におけるクリーン水素供給の重要な一歩となり、産

業界の脱炭素化を加速させるモデルケースとなる可能性があります。

公開日 2026年08月27日  Hydrogen Fuel News  ルーマニア



詳細

主要成果

ルーマニア最大の総合エネルギー会社OMV Petromは、同社のペトロブラジ製油所が、
地域の低炭素水素生産ハブとして重要な進化を遂げていることを発表しました。この戦
略的な変革は、製油所自体の脱炭素化を推進し、同時にルーマニアの新たなグリーン水
素経済の発展を支援することを目的としています。

技術・臨床詳細

ペトロブラジ製油所では、大規模な電解槽設備が導入され、再生可能エネルギー由来の
電力を用いて水を電解し、グリーン水素を生産します。初期段階では、数メガワット規
模の電解槽が設置され、年間数千トン（具体的な数値は未公表）の水素生産を目指して
います。このグリーン水素は、主に製油所内の脱硫プロセスやその他の水素消費プロセ
スで使用されることで、従来の天然ガス改質によるグレー水素生産に伴うCO2排出量を
大幅に削減します。さらに、将来的には、生産されたグリーン水素を地域の産業顧客や
モビリティ分野に供給するインフラも検討されており、ルーマニア国内の水素サプライ
チェーン構築に貢献する見込みです。このプロジェクトは、ルーマニアのEU復興・回復
ファシリティ（RRF）からの資金支援も受けている可能性があります。

背景・業界文脈

製油所は、その操業において大量の水素を消費する主要な産業施設であり、その脱炭素
化はエネルギー転換における重要な課題の一つです。東欧諸国、特にルーマニアは、化
石燃料への依存度が高い一方で、再生可能エネルギーの潜在力も大きく、グリーン水素
生産の機会が豊富に存在します。OMV Petromのような大手エネルギー企業が、既存の
製油所インフラをグリーン水素ハブに転換する動きは、産業の脱炭素化を加速させ、地
域経済に新たな成長機会をもたらす点で極めて重要です。この取り組みは、EUの「Fit

for 55」パッケージなど、より厳しい気候変動目標達成に向けた加盟国の努力を具体化
するものです。



今後の展望

ペトロブラジ製油所の低炭素水素ハブへの転換は、OMV Petromの持続可能性目標達成
に貢献するだけでなく、ルーマニアが東欧におけるグリーン水素のリーダーとなる可能
性を高めます。この成功事例は、他の製油所や重工業施設にもグリーン水素技術の導入
を促し、地域の産業エコシステム全体にポジティブな影響を与えるでしょう。また、ク
リーン水素の安定供給は、燃料電池車の普及や、水素を原料とする新たな産業（例：合
成燃料生産）の誘致にも繋がり、長期的にルーマニアの経済発展とエネルギー自給率向
上に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.hydrogenfuelnews.com/green-hydrogen-news-omv-petrom-s-petrobrazi-refinery-

emerges-as-a-regional-low-c/8576573/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hydrogenfuelnews.com/green-hydrogen-news-omv-petrom-s-petrobrazi-refinery-emerges-as-a-regional-low-c/8576573/
https://www.hydrogenfuelnews.com/green-hydrogen-news-omv-petrom-s-petrobrazi-refinery-emerges-as-a-regional-low-c/8576573/


#18 thyssenkrupp nucera、ドイツ・アルンシュタットに
おける電解槽の量産計画を一時停止、工場建設に影響

概要

ドイツの電解槽メーカーthyssenkrupp nuceraは、ドイツ・アルンシュタットでの大規
模な電解槽量産計画を一時的に停止したと報じられました。この決定は、アルンシュ
タットに予定されていた工場建設に影響を及ぼし、地域のグリーン水素製造能力拡大

への期待に水を差すものです。報道によると、市場の不確実性や特定のプロジェクト
における最終投資決定の遅れが原因とされています。この一時停止は、世界的に拡大
する電解槽市場において、大規模投資の実現には依然として課題が存在することを示

唆しています。同社の戦略的見直しが注目されます。

公開日 2026年08月27日  Blackout News  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツの主要な電解槽メーカーであるthyssenkrupp nuceraは、ドイツ・テューリンゲン
州アルンシュタットで計画されていた電解槽の量産計画を一時的に停止したと報じられ
ました。この決定は、アルンシュタット地域での新たな電解槽製造工場の建設機会を一
時的に失わせるものです。

技術・臨床詳細

thyssenkrupp nuceraは、アルカリ水電解（AWE）技術のリーダーとして、ギガワット級
の電解槽を製造する計画を進めていました。アルンシュタット工場は、この製造能力を
大幅に拡大するための戦略的な拠点となる予定でした。報道によれば、量産計画の一時
停止の主な理由としては、現在進行中の大規模グリーン水素プロジェクトにおける最終
投資決定（FID）の遅延、および電解槽市場全体の需要予測における不確実性が挙げら
れています。具体的な計画中止ではなく、一時的な見合わせであり、市場環境が改善す
れば再開の可能性も示唆されています。この工場が稼働すれば、年間数ギガワットの電
解槽スタックの生産が可能となり、欧州の水素供給能力に大きく貢献するはずでした。

背景・業界文脈

グリーン水素の需要は世界的に高まっていますが、電解槽製造における大規模な先行投
資は依然としてリスクを伴います。特に、初期のパイオニア的なプロジェクトは、電力
供給契約の確保、許認可プロセス、そして最終的な投資決定に至るまでに時間を要する
ことが多く、これが電解槽メーカーの生産計画に影響を与えることがあります。ドイツ
政府は水素戦略を強力に推進しており、国内での電解槽製造能力の確保は重要な目標の
一つです。thyssenkrupp nuceraのアルンシュタット計画の一時停止は、このような政策
目標と市場の現実との間のギャップを示しており、水素経済の本格的な展開には、より
安定した政策枠組みと投資インセンティブが必要であることを浮き彫りにしています。



今後の展望

thyssenkrupp nuceraのアルンシュタットでの量産計画の一時停止は、同社の今後の事業
戦略に影響を与える可能性がありますが、同時に、市場の状況に応じた柔軟な対応の必
要性も示しています。短期的な遅延はありうるものの、グリーン水素への長期的な需要
トレンドは不変であるため、同社は他の地域でのプロジェクトや戦略的パートナーシッ
プに焦点を移す可能性があります。この出来事は、電解槽製造業界全体にとって、市場
の変動性と大規模投資に伴う課題を再認識させるものとなるでしょう。最終的には、政
策支援の強化とプロジェクトの商業的実現可能性の向上を通じて、電解槽の供給拡大が
再び加速することが期待されます。

元記事: https://blackout-news.de/en/news/hydrogen-thyssenkrupp-nucera-halts-mass-production-

arnstadt-loses-chance-for-factory/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://blackout-news.de/en/news/hydrogen-thyssenkrupp-nucera-halts-mass-production-arnstadt-loses-chance-for-factory/
https://blackout-news.de/en/news/hydrogen-thyssenkrupp-nucera-halts-mass-production-arnstadt-loses-chance-for-factory/


#19 研究者、天然に存在する「ホワイト水素」が新たなク
リーンエネルギー資源となる可能性を指摘、自然発生メカ
ニズムを解明

概要

新たな研究により、天然に地層内で生成される「ホワイト水素」が、これまで未開発

のクリーンエネルギー資源として浮上する可能性が指摘されています。研究者たち
は、この自然発生水素の地理的分布と生成メカニズムのマッピングを進めており、商
業的に採掘可能な埋蔵量の発見を目指しています。ホワイト水素は、化石燃料採掘の

ような大規模な環境負荷を伴わず、電解槽のようなエネルギー集約的な生産プロセス
も不要なため、究極のクリーンエネルギーとなる潜在力を秘めています。この発見
は、世界のエネルギーミックスに新たな次元をもたらす可能性があります。

公開日 2026年08月28日  Oil Price News (Facebook)  グローバル



詳細

主要成果

新たな研究成果により、地層内で自然に生成される「ホワイト水素」（天然水素または
ゴールデン水素とも呼ばれる）が、将来の重要なクリーンエネルギー資源として浮上す
る可能性が指摘されました。研究者たちは、この自然発生水素の地理的分布と生成メカ
ニズムの詳細なマッピングを進めており、商業的に採掘可能な埋蔵量の特定を目指して
います。

技術・臨床詳細

ホワイト水素は、地球の深部における水と鉄に富む岩石（例：かんらん岩）との化学反
応（蛇紋岩化作用など）によって、継続的に生成されると考えられています。このプロ
セスは、電力を必要とする人工的な水電解とは異なり、地熱と鉱物反応によって自然に
行われます。研究チームは、地震データ、重力異常、地磁気データなどを組み合わせ
て、地殻下の水素リッチな領域を特定しています。特定の地質学的特徴を持つ地域、例
えば大陸内部のリフトゾーンや古い安定した地塊（クラトン）が、ホワイト水素の主要
な貯留層である可能性が指摘されています。現在、オーストラリア、マリ、米国（オマ
ハ周辺など）で、高濃度の天然水素の兆候が確認されており、一部では商業的な掘削に
向けた調査が進行中です。ホワイト水素の採掘は、従来の天然ガス採掘と同様の方法で
行われる可能性がありますが、その環境フットプリントは大幅に小さいと期待されてい
ます。

背景・業界文脈

世界の脱炭素化目標達成には、グリーン水素（再生可能エネルギー由来）とブルー水素
（CCUS付き天然ガス由来）の生産拡大が不可欠とされてきました。しかし、ホワイト
水素の発見は、水素生産における新たなパラダイムシフトをもたらす可能性を秘めてい
ます。ホワイト水素は、生成に外部エネルギーをほとんど必要とせず、その採掘が環境
に与える影響も限定的であるため、最もコスト効率が高く、環境負荷の低い水素源とな
る可能性があります。この「無料で湧き出る」水素が大規模に利用可能になれば、グリ
ーン水素のインフラ構築コストや、ブルー水素のCO2回収コストといった課題を根本的
に解決し、水素経済の普及を劇的に加速させる可能性があります。



今後の展望

ホワイト水素の商業的な実現可能性が確立されれば、世界のエネルギー供給に革命的な
影響を与える可能性があります。これにより、エネルギー安全保障が強化され、地政学
的なエネルギーバランスが変化するかもしれません。今後、さらなる探査技術の発展、
埋蔵量の評価、採掘コストの最適化が焦点となります。課題としては、地層中の水素の
捕捉メカニズム、不純物の除去、および長期的な貯留層の安定性が挙げられます。しか
し、その潜在的な恩恵は計り知れないため、世界中の研究者とエネルギー企業が、この
「ゴールデンチケット」の追求に注力していくことが予想されます。

元記事: https://www.facebook.com/oilpricenews/posts/white-hydrogen-could-emerge-as-a-new-clean-

energy-resource-as-researchers-map-na/1526188726189452/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/oilpricenews/posts/white-hydrogen-could-emerge-as-a-new-clean-energy-resource-as-researchers-map-na/1526188726189452/
https://www.facebook.com/oilpricenews/posts/white-hydrogen-could-emerge-as-a-new-clean-energy-resource-as-researchers-map-na/1526188726189452/


#20 2026年のグリーン水素投資が100億ドルに達する見込
み、しかし100GW超のプロジェクトが2027年末までに最
終投資決定を必要

概要

世界のグリーン水素への投資額は2026年に100億ドルに達し、年間生産能力は430万ト

ンに増加する見込みですが、100GWを超える電解槽プロジェクトが2027年末までに最
終投資決定を必要としています。業界は、意欲的な発表から、資金調達、オフテイク
契約、政府支援が確保されたプロジェクトへと焦点を移しています。例えば、Oricaの

ハンターバレーハブや、スペインの水素バレー資金提供プログラムから3億400万ユー
ロの支援を受け、ティッセンクルップ・ヌセラから300MWのアルカリ水電解装置が供
給されるMoeveのOnuba開発などがその好例です。

公開日 2026年08月28日  GreentechLead  アメリカ



詳細

主要成果

2026年、世界のグリーン水素への投資は100億ドル規模に達する見込みであり、コミッ
トされた年間生産能力は430万トンへと大幅に増加する見通しです。しかし、この急速
な成長の影には課題も潜んでおり、100ギガワット（GW）を超える大規模な電解槽プロ
ジェクトが、その実現可能性を維持するために2027年末までの最終投資決定（FID）を
迫られています。

技術・臨床詳細

現在のグリーン水素産業は、初期の壮大な計画発表段階から、具体的な資金調達、水素
の購入契約（オフテイク契約）、そして強力な政府支援に裏打ちされたプロジェクトの
実行へと明確な転換期を迎えています。この変化を象徴するプロジェクトの一つが、オ
ーストラリアのOrica社が推進するハンターバレーハブです。この地域は、再生可能エ
ネルギー資源が豊富であり、既存の産業インフラを活用してグリーン水素生産の拠点と
なる可能性を秘めています。また、スペインのMoeve社が進めるOnuba開発は、スペイ
ン政府の水素バレー資金提供プログラムから3億400万ユーロ（約320億円）という巨額
の支援を受けており、ティッセンクルップ・ヌセラ社が供給する300MWのアルカリ水
電解装置が導入される予定です。これは、欧州におけるグリーン水素製造の具体的な進
展を示す重要な事例と言えます。

背景・業界文脈

グリーン水素は、再生可能エネルギー由来の電力を用いて水を電気分解することで製造
され、製造過程でCO2を排出しない究極のクリーンエネルギーキャリアとして期待され
ています。気候変動対策とエネルギー安全保障の観点から、世界各国がグリーン水素の
開発・導入を加速しており、大規模なプロジェクトが多数計画されています。しかし、
これらのプロジェクトの多くは、依然として技術的な不確実性、高額な初期投資、そし
て安定した需要確保の課題に直面しています。特に、数年前に発表された多数の大型プ
ロジェクトが、最終的な投資決定に至らず、実現が危ぶまれるケースが増加していま
す。これは、市場の成熟度と、政策支援の具体的な実行が、大規模プロジェクトの成否
を分ける決定的な要因となっていることを示唆しています。



今後の展望

今後、グリーン水素市場は、単なる発表ベースではなく、実際のプロジェクト実行と商
業化が重視される段階へと移行します。政府や公的機関による資金提供、税制優遇措
置、そして長期的なオフテイク契約の確保が、プロジェクト成功の鍵となります。ティ
ッセンクルップ・ヌセラのような主要な電解槽メーカーは、より効率的でコスト競争力
のある技術を開発し、供給能力を拡大することで、この市場の需要に応えることが求め
られます。2027年末までの最終投資決定期限は、多くの開発企業にとって重要なマイル
ストーンとなり、水素経済の本格的な確立に向けた市場淘汰と集約が進む可能性があり
ます。最終的に、強固なビジネスモデルと技術的優位性を持つプロジェクトのみが生き
残り、世界のエネルギー転換を牽引していくでしょう。

元記事: https://greentechlead.com/renewable-energy/green-hydrogen-investment-may-reach-10-

billion-in-2026-but-over-100-gw-of-projects-face-deadline-55027

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#21 バラード・パワー・システムズが英GeoPuraを約4億
ドルで買収完了、燃料電池メーカーから総合水素電力ソリ
ューションプロバイダーへ転換

概要

バラード・パワー・システムズは、英国のGeoPura社を約4億ドル（企業価値ベース）

で買収を完了しました。この買収には、現金とバラード新株を含む2億7,500万ポンド
（約3億7,000万ドル）の前払い対価に加え、潜在的なアーンアウト支払いも含まれま
す。この戦略的買収により、バラードは従来の燃料電池製造事業から、水素生産、流

通、そしてEnergy-as-a-Service（EaaS）を含む統合型水素電力ソリューションプロバ
イダーへと変革を遂げます。GeoPuraの2026年予測売上高は3,800万ポンド（約5,100万
ドル）に達し、バラードの従来の燃料電池製造事業の売上を上回る見込みです。

公開日 2026年08月31日  Energy News  イギリス



詳細

主要成果

燃料電池技術の世界的リーダーであるバラード・パワー・システムズは、英国を拠点と
する統合水素電力ソリューションプロバイダーであるGeoPura社の買収を約4億ドル
（企業価値）で完了しました。この買収は、2億7,500万ポンド（約3億7,000万ドル）の
初期対価（現金とバラード新株を含む）と、将来のアーンアウト支払いから構成されま
す。

技術・臨床詳細

GeoPuraは、水素燃料電池を搭載したモバイル電源ユニット「Hydrogen Power Units

(HPUs)」を提供しており、ディーゼル発電機の代替として建設現場、イベント、映画撮
影など幅広い用途で利用されています。同社のソリューションは、水素の生産から貯
蔵、配送、そして最終的な電力供給まで、一貫した水素バリューチェーンをカバーして
います。GeoPuraの2026年予測売上高は3,800万ポンド（約5,100万ドル）に達する見込
みで、これはバラードの従来の燃料電池製造事業が歴史的に生み出してきた売上を上回
る規模です。

背景・業界文脈

バラード・パワー・システムズは長年にわたり燃料電池スタックの開発と製造を専門と
してきましたが、収益性において課題を抱えていました。今回のGeoPura買収は、単な
る燃料電池メーカーから、より広範な水素エコシステム全体をカバーする統合型ソリュ
ーションプロバイダーへと事業モデルを転換する戦略的な一歩です。これにより、バラ
ードはハードウェア販売だけでなく、水素発電インフラの展開とEnergy-as-a-Service

（EaaS）モデルを通じて、長期的なサービス収益と顧客エンゲージメントを強化するこ
とを目指します。英国政府は、ネットゼロ目標達成のために水素経済の発展を強力に支
援しており、GeoPuraはこうした政策的支援を背景に成長してきました。



今後の展望

この買収により、バラードは急成長する分散型水素電力市場において、より強力な地位
を確立します。GeoPuraのHPUsは、従来のディーゼル発電機に代わるクリーンな選択肢
として、脱炭素化を求める産業界からの需要が大きく高まっています。バラードは
GeoPuraの技術とサービス提供能力を活用し、欧州だけでなくグローバルに事業を拡大
することで、収益源の多様化と収益性の改善を図るでしょう。この戦略的な転換は、燃
料電池業界全体のビジネスモデル変革の兆候を示しており、将来的に多くの燃料電池メ
ーカーが垂直統合型ソリューション提供へと向かう可能性を示唆しています。

元記事: https://energynews.biz/ballards-geopura-acquisition-turns-a-loss-making-fuel-cell-maker-into-

a-subsidy-backed-power-company/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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